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歓迎 の 辞 

日 本 の も の に 対す る エド ワー ド ・ S ・ モ ー ス の 思い 入れ は 、 彼 が 初 

め て 日 本 に 足 を 踏み 入れ た 1877 年 の 春 に 開花 し まし た 。 そ の お 共 で 、 

セー ラム の ピー ボディ ー 博 物 館 は 、 日 本 歴史 の な か に お ける 、 徳 川 時 

代 後 期 と 明治 時 代 前 期 (お よそ 1840 一 1880 年 間 ) の 目 常 生活 上 の 物件 

を 、 世界 で 最も 完 壁 だ と 思わ れる 形 で コレ クシ ョ ン す る と と に 恵まれ 
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し か し な が ら 、 彼 が 博物 館 に 持ち 込ん だ 、 大 工 道具 か ら 巡 礼 者 用 の 

神棚 や 台所 用 品 に 至る まで の 、 数 千 の 物件 の 中 で 、 相 土 (クレ イ ) で 

で き て いる も の ほど 、 モ ー ス の 心 を 捉え た も の は な か っ た の で す 。 

里川 式 嵐 氏 の 指導 の も と 、 彼 の 陶磁 器 類 に 対す る 鑑識 眼 は 、 日 本 人 
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日 本 国 中 の 窯 で 作ら れ た 五 千 以上 の 陶磁 器 を 集め まし た が 、 そ れ ら は 、 

古い 時 代 か ら 当時 の 名 克 ま で の 幅広 い 範囲 の 作品 で あり ます 。 

こう し た こと か ら 、1985 年 の 春 に 現代 日 本 陶芸 家 の 作品 展 の 開催 と 

共に 、? エ ド ワ ー ド ・ シ ル ベ ス ター ・ モ ー ス 友好 会 ? と いう 、 当 博物 館 
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で あり ます 。 

モー ス は 日 本 の 陶工 の 精 励 、 修 養 そ し て 果断 を どの 特質 を 大 層 賛 美 

し iQ いる が 、 今 非 政之 氏 ほ それ 5 を 作品 | に ド 人 の (表わし (5554052 

彼 が 独自 の 手法 に 完璧 を まで に 習 圭 し た こと は 、 彼 を し て 最高 の 芸術 

家 た らし め て お り 、 そ れ は 彼 の 国 に お いて 、 彼 の 作品 が 、 大 変 な 好評 

を 得 て い る こと が 証明 し て いる 。 日 本 で は 彼 の 工芸 技能 上 の 卓越 さ は 、 

も は や 選択 基準 を こえ た も の と 受け と め ら れ て いる 。 

そし MG 人 彼 の 作 呈 が キリ ス に 於 けり る ロイ ヤル 7 アカデミー と 同 6 

うに 、 権 威 の ある 美術 団体 、 日 展 に よっ て 組織 され る 、 目 本 で の 展示 

会 に 、 常 時 出展 きれ る の が 当然 の こと と な っ て いる 。 

当館 の 理事 会 を 代表 し て 、 セ ー ラ ム の ピー ボディ ー 博 物 館 で 、 今 井 

先生 を お 迎え する こと を 、 大 いな る 喜び と し で いる こと を 表明 致 ま 

す 。 ま た 、 め っ た に 日 本 以外 で は 見 られ な い ほ ど 優 れ た 、 現 代目 本 陶 

磁器 を 展示 し て 下さ る こと に 対し 、 深 甚 な る 感謝 の 意 を 表明 致し ます 。 

モイ ラム ・ ピ ー ボ ディ 一 博 物 館 錠 胡 
CS ee ee 



A Word of Welcome 

The enthusiasm of Edward S. Morse for Things 

Japanese blossomed on the spring day in 1877 when 

he first set foot in Japan. Thanks to this, the Pea- 

body Museum of Salem rejoices in what is perhaps 

the world’s most complete collection of objects 

from everyday life in the late Tokugawa and early 

Meiji periods of Japanese history (roughly 1840 to 

1880). 

But of all the thousands of objects he brought to 

the Museum, from carpenters’ tools to pilgrims’ 

portable shrines to simple kitchen utensils, none 

were dearer to Morse’s heart than those that were 

made of clay. Under the guidance of Noritane 

Ninagawa, his connoisseurship of ceramics rose to a 

level that astonished even the Japanese. And ina 

little less than three years he assembled a collection 

of more than 5000 specimens from kilns across 

Japan representing a broad spectrum of work from 

old masters to contemporary craftsmen. 

Thus it is most appropriate in the spring of 1985 

that we celebrate the inauguration of a new Museum 

collections support group called The Friends of 

Edward Sylvester Morse, with an exhibition of 

works by a modern Japanese potter. 

Masayuki Imai embodies in full measure the 

qualities of diligence, discipline, and determination 

that Morse so admired in Japanese potters. That he 

has gained complete mastery of his medium and is 

an artist of the highest calibre is attested by the 

great popularity of his work in his own country 

where excellence in craftsmanship is so taken for 

granted that it is no longer a criteria for selection. 

And it is no accident that his pieces appear regularly 

in the annual exhibitions organized by Nitten, a 

prestigious arts association similar to the Royal 

Academy in England. 

On behalf of the Trustees and Members it gives 

me great pleasure to welcome Imai Sensei to the 

Peabody Museum of Salem and to express our 

sincere gratitude for the rare opportunity to exhibit 

contemporary Japanese pottery of a type and 

quality seldom seen outside Japan. 

Peter Fetchko 

Director, Peabody Museum of Salem 



今井 政之 展 に よせ て 

この た び 、 由 緒 あ る セー ラム 市 の ピー ボディ ー・ ミ ュ ゼ アム に お いて 、 

旧知 の 今井 政之 さん の 移 芸 個展 が 開催 の 運び と な っ た こと は 御 同 慶 に 

堪え を ない 。 こ の 展覧 会 に よっ て 現代 の 日 本 陶芸 の 意義 ある 一 面 が 伝え 

られ 、 そ れ は や が て 日 米 文 化 交流 の よい 新 局 面 に つ を が る こと に も な 

ろう か と 期待 し て いる 。 

今井 さん は 、 日 本 の も っ と も 代表 的 な 美術 団体 「 社 団 法人 目 展 」 の 

評議 員 で ある と と も に 、 そ の 有力 な 支柱 団体 「 目 本 新 工芸 家 連 盟 」 の 
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べき も の は 、 彼 の 陶芸 その も の の 風格 で あり 、 そ の 個性 的 を な 内容 で あ 

る 。 

今井 さん は 1930 年 大 阪 に 生れ 、 父 の 故郷 で ある 広島 で 育っ た が 、17 

歳 の と き 陶 芸 家 を 志 し て 岡山 に 行き 、 名 高い 備前 焼 の 中 で 修業 に 入っ 

た 。 その間 に 画家 に つい て デッサン の 練習 を し た こと も を 後 の 住 事 の 土 

台 と な っ た よう で ある 。1952 年 京都 に 出 て 伝統 ある 京 焼 の 感化 を 受け 

た が こと に 現代 日 本 陶芸 界 の 大 御所 楠 部 綴 式 に 師事 し た こと は 幸運 

で あっ た 。 そ の 上 厳し い 指 導 の も と で メキ メキ と 仕事 を 伸 し た か ら で あ 

る 。 

と いっ て も 、 今 井 さ ん の 長所 は どこ まで も 自己 の 立場 を 堅持 し て 、 

習得 し た さま ざま の 流 風 や 技術 を 意欲 的 に 消化 し 、 独 自 の 引き し まっ 
た 新風 を 開拓 し て いっ た 点 に ある 。 素 朴 で 強い 自然 味 を 持つ 備前 焼 の 

感覚 と 、 人 工 味 ゆたか に 華 記 、 自 由 な 趣向 を 磨き あげ て きた 京 焼 の 手 

法 の 中 か ら 、 作 者 は 卓 抜 な 技術 を 育て あげ つつ ユニ イク な 道 を 求め た 

の で ある 。 それは 一 方 で は 古典 的 と も いえ る 端正 で 静か な 明確 な 器 形 

を 打出 す と と も に 、 他 方 で は 渋い 味わい の 土 味 や 箱 調 を 生か すこ と で 

も あっ た 。 そ し < く 』 さ ら に そ と に 巧妙 を な デッサン 力 に よる 玉 様 も 加 

な が ら 、 落 ち つ いた 新しい 装飾 感 を まとめ あげ た の で ある 。 それら の 

統合 の 中 に 、 今 井 陶 芸 の 名 を 高 か ら し め た 象 衣 彩 窯 変 の 手法 が 誕生 し 

た と いっ て も よ か ろ う 。 そ れ に よっ て 、 こ の 作家 な ら で は の 新 表 現 が 

私 ども の 眼 に は っ きり と 印象 づけ られ た の で ある 。 

いう な ら ば 、 彼 の 作品 に は 日 本 陶芸 の さま ざま な 伝統 が 組み こま れ 

て いる と 同時 に 、 一 般 に 現代 日 本 が 要求 し て いる 積極 的 な 新しい 工夫 

と 感性 が する どく 息づい て いる 。 素 純 な 自然 味 と 細 弘 な 人 工 性 の ユミ ニ 

イク な 接点 が ここ に 成就 され て いる 。 今 目 の 目 本 文化 を 収 約 する よう 

な ある 種 の 形 が ここ に 出 て いる と 考え て も よい 。 そう し た 意味 で 、 多 

く の 方 々  が この 展覧 会 か ら 何 か 意義 も る も の を 淫 み 取っ て 下さ る な ら 

ば 、 今 電 さ ん も まさ に 本 望 と いう べき で あろ う 。 

は る か に 盛会 を 折る こと 切 で ある 。 

京都 国立 近代 美術 館 館 長 

河北 備 明 



For “Masayuki Imai Ceramic Art’’ Exhibition 

| offer my hearty congratulations on opening of 

the ceramic art exhibition by Mr. Masayuki Imai, 

a great ceramic artist, my old acquaintance, at the 

Peabody Museum in Salem City, one of the most 

historical cities in the U.S. 

| am sure that the exhibition will help American 

people appreciate significance of Japanese modern 

ceramic art and contribute to mutual cultural ex- 

change between the U.S. and Japan. 

Mr. Imai is an influential councilor of the Nitten, 

a representative corporation of art in Japan, and a 

director of the Federation of New Technical Artists 

in Japan, a supporting organization for the Nitten. 

What is most worthy of note about him are a 

distinctive style of his ceramic art itself and the 

characteristic aspects of his works. 

Mr. Imai was born in Osaka in 1930, and was 

brought up in Hiroshima Prefecture, his father’s 

native place. At the age of 17, he moved to Okayama 

with his determination to become a ceramic artist. 

Then, he started training himself to master the tech- 

niques of “Bizen'” ware, one of the most noted 

ceramics in the country. 

While staying in Okayama, he practised dessin 

(a rough sketch) under the guidance of a painter. 

This seems to have helped him develop his ceramic 

art later. 

In 1952, Imai came to Kyoto, the ancient capital 

of Japan, to further study ceramic art placing focus 

on the so-called “Kyoyaki, another traditional 

ceramics. It should be worthy of description that 

Mr. Imai had a stroke of good fortune of studying 

under Yaichi Kusube, the doyen of Japanese modern 

ceramic artists. He well developed his talent under 

the severe guidance of Kusube. 

Meanwhile, Mr. Imai taking a stand of his own, 

positively digested versatile styles of ceramic art and 

the related techniques to develop the new and firm 

styles of his own. 

His works present both delicate sense attached to 

Bizen ware which is full of ingenuous and natural 

beauty and elegant contrivance with Kyoyaki which 

is rich in artificial splendor. This unique style has 

been accomplished by the distinguished techniques 

Imai developed with his own ideas. 

They also present classical, decorous and well- 

refined forms, while sober and refined colors of clay 

are also expressed on them. Furthermore, patterns 

elaborately drawn by Imai are added onto them, 

bringing out quiet and new ornamental beauty in 

harmonious forms. 

This way of integration was led to “‘Zogan,”’ the 

special techniques of Imai’s own device, which made 

him famous. The expression made possible through 

this method is designed to appeal to our eyes. 

Briefly speaking, his works include various con- 

tents of Japanese traditional ceramic art, and at the 

same time they present positive and new contrivance 

and sensitivity, which are generally required in 

modern Japan. 

Naive beauty of nature and minute artificiality 

are expressed in his works in a harmonious manner. 

In other words, a form to sum up Japanese culture 

of today is expressed on them. 

In this respect, many people are supposed to 

appreciate something significant from this exhibition. 

In my estimation, that is exactly what Mr. Masa- 

yuki Imai hopes for. | do hope the event will turn 

out to be successful. 

Michiaki Kawakita 
Director, Kyoto National Museum of Modern Art 
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この た び 、 全 米 最 古 の 由緒 ある セー ラム 市 ビー ボディ ー 博 物 館 で 、 私 

の た め に 個展 を 開催 する 機会 を 与え て 頂い た 、 ピ ー タ ー・ フ ェ チ コ 館 長 

は じ め 関 係 者 の ご 好意 に 心から お 礼 を 申し あげ ます 。 

日 本 で は 、 数 百年 も 前 か ら 瀬 戸 、 常 滑 、 信 楽 、 越 前 、 丹 濾 、 備 前 な ど 、 

各地 で いろ いろ な 焼き も の が 焼き 続け られ て 来 ま し た 。 

私 の 住ん で いる 京都 で も 、 江 戸 時 代 か ら 京 焼 と 呼ば れ 、 地 元 の 東山 か 

ら 伏見 地区 に か け て 、 清 水 焼 、 栗 田 焼 、 高 台 寺 焼 を ど 窯 を 築い て 、 王 朝 

文化 の 中 心 京都 に ふさ わし い 華 や か な 数 々  の 作品 を 、 名 工 た ちの 手 で 焼 

DUN Cee UN) ES es 

こう し た 伝統 と 歴史 の 街 で 、 私 も 作 陶 を は じ め て 30 年 に な り ま す 。 

その 間 、 伝 統 美 の 追求 を し な が ら 、 自 姿 ・ 青 姿 ・ 染 付 ・ 釣 窯 ・ 般 彩 ・ 

焼 メ ・ レ リー フ 手 法 ・ あ ら ゆ る 上 薬 の 研究 等 、 京 焼 の 繊細 な 感覚 、 そ し 

て 現代 生活 の 中 に お ける 焼物 の 存在 価 を 勉強 し て 参り まし た 。 

最近 の 私 の 作品 は 、 花 や 鳥 を 主軸 に 、 象 父 と 呼ば れる 手法 で 作品 を つ 

くっ て お り ま す 。 こ こ ご 数 年 前 か ら 、 こ の 象 藤 作品 に 窯 変 を 施し て 、 独 自 

の 新しい 世界 の 創造 に 努力 し て お り ま す 。 

ここ で 象 藤 手法 に つい て 少し 触れ た いと 思い ます 。 象 也 と いう の は 、 

異な る 材質 の 土 を 埋め 込ん で 図柄 を 表現 し ます 。 そ の た め 作 品 自体 の 土 

の 色 に 調和 し た 色 珍 と いえ ば 、 お の ず と 制約 が あり ます 。 土 は それ ぞ れ 

収縮 の 度合 い が 直 い ます の で 、 千 三 百度 近く で 焼成 し ます と 、 そ の 収縮 

を うま く か み 合 わせ る こと が 大 き な 課 題 で す 。 

ロク ロ で ひい た 花 び ぴん や 電 を 生 が わき し 、 こ の 生 が わき の 器 体 (て 

れ ぞ れ 表 現し よう と する 図柄 を 削り と り ま す 。 と うし て 削り と っ た 部 分 

に 、 顔 料 で 発色 し た 「 彩 土 」 を 埋め 込み ます 。 こ の よう な 作業 に は 級 密 

な 計算 と 工程 が 要求 さき れ ま す 。 こ れ が 梨 験 と いわ れる も の で す 。 

ここ 数 年 来 象 藤 作 品 に 加え 、 象 角 彩 窯 変 に 取り 組ん で いま す 。 松 の 新 

を 燃料 に し て 、 自 然 の 変化 を この 象 了 に 与え を よう と いう の が その ね らい 

ECG9 

計算 づく め の 象 藤 作 品 に 、 火 まかせ の 穴 変 を どう 調和 させ て 表現 きせ 

る か は 、 非 常に 難 か し い 課 題 で す 。 私 は この 難題 の 解決 を 、 私 の 作 陶 の 

=O) ERNE CVs Gro 

この た び の 米国 で の 、 私 の き さ や か な 個展 が 、 米 日 文化 交流 の か け 橋 
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Greetings 

| wish to express my sincere gratitude to the 

Peabody Museum, especially to its director Mr. Peter 

Fetchko, for enabling me to have an exhibition of my 

ceramic art work in this historical city of Salem. 

The art of ceramics is a Japanese tradition dating 

back many centuries, and the famous kilns of Seto, 

Tokoname, Shigaraki, Echizen, Tamba, and Bizen are 

renowned for the fine wares they produce even today. 

My own city of Kyoto has also been producing 

a distinctive styles of ceramics, called Kyoyaki or 

Kyoto ware since the Edo period (1603~ 1867). The 

Kyoto ceramics industry in its heyday occupied a 

considerable area of the city, from its Higashiyama 

ward on the north to the Fushimi ward on the south. 

The finest ceramicists of the day were attracted to 

Kyoto where they established kilns. The elegant 

wares produced by these kilns well reflected the 

culture and refinement of this ancient capital of 

Japan, which was noted for producing Kiyomizu 

ware, Awata ware and Kodai-ji ware. 

It was some thirty years ago that | first began my 

career as a ceramicist in this traditional and historical 

city of Kyoto. | directed my effort to master the art 

of Kyoto ceramics and came to realize that art in the 

midst of today’s world was a challenge requiring a 

long process of training. Over the years, in my pursuit 

of traditional Japanese aesthetics, | have applied 

myself to learning various techniques such as white 

celadon, celadon green, blue-and-white, Chin-style, 

colored glaze, scorching and relief as well as the use 

of all manners of glaze. 

In my recent works, | have mainly depicted flowers 

and birds using an inlay, or zogan, technique. Since 

a few years back | have been firing these works 

through a kiln process specially developed for this 

purpose. Thus, my efforts over recent years have been 

devoted to creating what | feel is a new and original 

field of ceramic art. 

Let me briefly touch upon the inlay method | 

use. Inlay is the process by which a design can be 

impressed onto the clay body using a clay filler of 

different material. There are certain limitations to 

this technique since we want to attain a harmonious 

blend of colors in the finished ware. The shrinkage of 

each clay differs, and one of the greatest difficulties 

in this technique is to make allowance for the differ- 

ent shrinkages of clays used when the wares are 

high-fired at temperatures close to 1300°C. 
After a vase or pot is thrown on the wheel, it is 

allowed to dry to a damp-dry leather hardness, and 

the pattern is carefully etched onto its surface. 

Clay filler is then impressed into the grooves of the 

design. This step of the inlay process is an extremely 

demanding one, requiring much patience and 

planning. 

The kiln process | have developed for firing inlay 

ware is also only recently perfected. | use a wood- 

fired kiln stoked with pine splints to bring out the 

natural beauty of the wares. 

Though I spare no pains in the preparation of the 

inlay ware, during the actual firing | leave the rest to 

the magic of the wood-fired kiln. As it is not an easy 

task to achieve a harmonious work of art using these 

techniques, | have had to devote my entire lifetime 

as a potter to resolution of these various problems. 

On this occasion it is my ernest wish that this 

exhibition of my works will serve as a bridge to 

furthering the cultural exchange between our two 

countries. 

- - と > 

yACAZ 
Masayuki Imai 

Kyoto, Japan 
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1 Vase Shujitsu (Autumn Day), inlaid A. 50.5cm 
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2 Vase Tsubaki (Camellia), inlaid, salt glaze A. 37.2cm 
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3 Vase Yoran (Orchid), inlaid A. 34.5 cm 





4 Vase Fukyu ("Balloon Creeper’’), inlaid か 37.5cm 
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5 Vase Kasuga (Spring Day), inlaid A. 36.5 cm 
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6 Vase Sonen (Catfish), inlaid か 50.0. cm 





7 Vase Utsubokazura (Venus Flytrap), inlaid A. 35.2 cm 
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8 Vase Zuikaku (Cranes), inlaid A. 
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Vase Fusenkazura ("Balloon Creeper”’), inlaid, salt glaze h. 28.6cm 





10 Vase Kikyo (Chinese Bellflower), inlaid A. 45.7.cm 





Sea. OR 
Sie One sarap 

if is 
fe 
is 
my, 

Hh 
6 

fea? 
habe 
iret 
eins 

ele ae 

ae i 
iif ti 

atin NN 
ean i 

eso 

11 Vase Fukyu (‘Balloon Creeper’”’), inlaid h. 40.7 cm 





12 Vase Mari (‘‘Balloon Creeper”), inlaid 7 26.4.cm 
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13 Vase Musubimon (Knot), inlaid A. 29.6. cm 
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14 Case Zakuro (Pomegranate), inlaid dia. 28.2 cm 
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15 Case Sokeimon (Cockscomb), inlaid dia. 29.7 cm 





16 Incense Burner Maizuru (Dancing Crane), inlaid A. 75.0 cm 





17 Dish Ranbu (Dancing Orchids), inlaid dia. 47.8 cm 





18 Dish Fukyu ("Balloon Creeper’’), inlaid dia. 35.6 cm 
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19 Dish Socho (Flatfish), inlaid dia. 36.4 cm 





20 Water Container Fusenkazura (“Balloon Creeper”), inlaid A. 76.4.cm 





21 Vase Kaki (Persimmon), inlaid ヵ 20.8 cm 
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22 Dish Ebi (Shrimp), colored glaze dia. 42.1] cm 
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23 Vase Shako (Shrimp), colored glaze h. 37.4cm 





24 Vase Slip glaze h. 36.8cm 
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25 Vase Ajisai (Hydrangea), ash glaze, relief A. 32.5cm 
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26 Vase Ashglaze h. 27.2cm 





27,28 Wine Bottles Inlaid, Shino glaze 2, Cho (Butterfly) 7. 75.3cm / Yoran (Orchid) h. 76.7cm 
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29 Water Container Kani (Crab), inlaid, Shino glaze h. 14.9cm 





30 Tea Bowl Ran (Orchid), inlaid, Shino glaze dia. 14.0cm 





31 Tea Bowl Chiin-ware glaze dia. 12.9cm 





32 Water Container Ash glaze, iron underglaze h. 1/6.4¢cm 
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33 Water Container Chamfered, white celadon h. 1/9.4.cm 





34 Incense Burner Yukitsubaki (Winter Camellia), white celadon 72.7c/77 





35 Vase Kikyo (Chinese Bellflower), blue and white Ah. 26.8 cm 





Itadori (“Tiger Cane’), colored glaze 
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Kiln in Takehara, Hiroshima 
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Tea ceremony in his tea house, in Takehara 





List of Works 
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Vase Shujitsu (Autumn Day), inlaid 

Vase Tsubaki (Camellia), inlaid, salt glaze 

Vase Yoran (Orchid), inlaid 

Vase Fukyu (“Balloon Creeper”), inlaid 

Vase Kasuga (Spring Day), inlaid 

Vase Sonen (Catfish), inlaid 

Vase Utsubokazura (Venus Flytrap), inlaid 

Vase Zuikaku (Cranes), inlaid 

Vase Fusenkazura (“Balloon Creeper”’), inlaid, salt glaze 

Vase Kikyo (Chinese Bellflower), inlaid 

Vase Fukyu (‘Balloon Creeper’’), inlaid 

Vase Mari (‘Balloon Creeper’’), inlaid 

Vase Musubimon (Knot), inlaid 

Case Zakuro (Pomegranate), inlaid 

Case Sokeimon (Cockscomb), inlaid 

Incense Burner Maizuru (Dancing Crane), inlaid 

Dish Ranbu (Dancing-Orchids), inlaid 

Dish Fukyu (‘‘Balloon Creeper’), inlaid 

Dish Socho(Flatfish), inlaid 

Water Container Fusenkazura (“Balloon Creeper”’), inlaid 

Vase Kaki (Persimmon), inlaid, 

Dish Ebi (Shrimp), colored glaze 

Vase Shako (Shrimp), colored glaze 

Vase Slip glaze 

Vase Ajisai (Hydrangea), ash glaze, relief 

Vase Ash glaze 

Wine Bottles Cho (Butterfly), inlaid, Shino glaze 

Wine Bottles Yoran (Orchid), inlaid, Shino glaze 

Water Container Kani (Crab), inlaid, Shino glaze 

Tea Bowl Ran (Orchid), inlaid, Shino glaze 

Tea Bowl Chin-ware glaze 

Water Container Ash glaze, iron underglaze 

Water Container Chamfered, white celadon 

Incense Burner Yukitsubaki (Winter Camellia), white celadon 

Vase Kikyo (Chinese Bellflower), blue and white 

Wine Cup Kani (Crab), blue and white 

Wine Bottle Keito (Cockscomb), blue and white 

Vase Itadori (“Tiger Cane’’), colored glaze 

22.6X50.5cm  —_- RHR AZARAE 秋 日 EHR 

29.5X31.2cm  =—- GRAZE TE a 

25.3X34.5cm  —- RGR AZZRZE 洋 蘭 花瓶 

39.0X37.5cm 梨 衣 彩 双 耳 J Eas 

18.6X36.5cm = RR AZAEFE 春 目 = EEN 

32.2X50.0cm = - RRR AZARAE Ae 花瓶 

34. 0X22. 6X35. 2em RAZ うつ ぼ か ず ら Spat 

21.9X32.8em RiK#e 瑞 鈴 花器 

24.0X28.6cm Ri JESS Ege 

25.4X45.7em RAR AZAR RST 花瓶 

28.8X40.7em =i AZ JLB 花瓶 

12.2X26.4cm RiKAAAEAE By 花瓶 

29.1X29.6em Rik 結 文 花器 

28.2X11.2cm = - RRA PKB 含 子 

29.7X15.5cm  RiKAA WEB B 

15.2X15.0cm Rik? HERE 香炉 

47.8X 4.9m RAZ PRE FTL 

35.6X 3.5em AeA IC LB IML 

36.4X 4.lem RRA LAE 節 皿 

22.5X16.4em  _- RAZ JBUI S 水 指 

26.0X20.8em - RR AZZRZE 柿 | TERE 

42.1X 7.lem FAA 海老 IIT 

15.0X31.4cm FAA Re 花瓶 

18.5X36.8cem exe Wh 花瓶 

25.8X32.5emn 灰 被 レ リー フ 額 紫陽 花 fea 

21.2X27.2cm = RARE YX ae 

9.615. 3cm 志野 象 区 蝶 徳利 

10.2X16.7cm 志野 象 藤 洋 蘭 徳利 

18.5X14.9cm 志野 象 藤 蟹 水 指 

14.0X 9.1cm REP BATE AREER 

12.9X 8.9em #4928 茶 香 

17.8X16.4cm SEKAI A 水 指 

16.5X19.4cm AMEX 水 指 

15.3X12.7cm AR 雪 椿 文 香炉 

19.6X26.8cm 染 付 村 梗 花瓶 

6.6X 5.2cm 染 付 蟹 jam 

9.4X13.4cm Heft 鶏頭 徳利 

18.0X8.6X28.3cm #7 いた どり Maat 
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About the Artist 

1930 Born in Osaka on December 25 

1945 Hibakusha, Hiroshima 

1947 Begins study of ceramics (Bizen ware) 

1949 Enters Center for Industrial Testing, Okayama 

1952 Apprenticeship in Kyoto 

1953 Study under Yaichi Kusube, a noted ceramic artist, who was 

awarded an Order of Cultural Merits. 

1958 One man show, Takehara city (Hiroshima) 

1964 Contribution cited by Japan Ceramics Association 

1964, 1968 Judge, JAMTA 

1964, 1968, 1972, 1981, Judge, Kyoten 

1965, 1969, 1975, Judge, Nitten 

1965, 1967, 1975, 1978 One man show, Osaka Daimaru 

1970 One man show, Tokyo Mitsukoshi 

1973 One man shows, Toyama, Kanazawa, Niigata 

1974 International Ceramic Arts Exhibition, France, grand prize 

1976 Judge, Chunichi Shimbun Exhibition 

1977 One man show, Kyoto Takashimaya 

1979 Judge, Minami Nippon Shimbun Art Exhibition, Kagoshima 

1979, 1983 Judge, Japan New Technical Art Exhibition 

1980 One man show, Mitsukoshi art gallery, Takamatsu 

1980 One man show, Shibuya gallery, Tokyo 

1981 One man show, Akasaka Green gallery, Tokyo 

1981 Judge, Kyoto Daimaru Exhibition 

1982 Mainichi Shimbun Masayuki Imai Ceramic Works Exhibition, 

Osaka Daimaru 

Address: 11-1, Kiyomizuyaki-danchi-cho, Kawata, Yamashina-ku, 

Kyoto City, Kyoto Pref., Japan 

Phone: (075) 592-0081 
Takehara Workshop: Nishi-no-tani, Takasaki, Takehara City, 

Hiroshima Pref., Japan 

Phone: (08462) 4-1900 





MASAYUKI IMAI CERAMIC ART 
発行 : 今 井 政 之 

制作 : マリ ア 書 房 

⑥) Printed in Japan 1985 
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